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当社保険プランにご加入いただき、心より御礼申しあげます。

このたび傷害保険につきまして、保険料率および約款の改定をさせていただくことになりました。

ご加入の皆さまにおかれましては、ご一読いただき、何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

チューリッヒ保険会社

傷害保険改定
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ご加入の皆さま

に関する大切なお知らせ

令和2年12月1日以降に到来するお客さまの契約更新日から適用させていただきます。

　当社では、統計性の観点から、損害保険料率算出機構（注1）の会員保険会社から報告された大量の

データの保険統計に基づき算出された参考純率（注2）を使用することとしています。

　損害保険料率算出機構では、定期的に傷害保険の参考純率の見直しを行っており、「補償の対象者の高齢化」

により引き続き支払保険金が増加していることと、「交通事故による被害者の減少」により支払保険金が減少して

いることから、このたびの再改定が必要となりました。

　また、賠償責任危険補償特約については、「賠償責任保険金の支払件数の増加」や、「一事故あたりの賠償

責任額の高額化」により、当社にて保険料率（注3）の見直しを行いました。これらのことから、対象商品の保険料

を改定させていただきます。

（注1） 損害保険料率算出機構
 参考純率と基準料率の算出・提供および自賠責保険の損

害調査を行う料率算出団体です。

（注2） 参考純率
 損害保険料率算出機構が会員保険会社から報告された契

約・支払に関する大量のデータを基に均質な保険統計を

作成し、科学的・工学的手法や保険数理などの合理的な手

法を用いて、将来、事故が発生したときに支払われる保険

金などを予測した「純保険料率」のことをいいます。

（注3） 保険料率
 損害保険の保険料率は、「純保険料率」と「付加保険料率」で

構成されています。

 a) 純 保 険 料率 ： 事故が発生したときに保険会社が

支払う保険金についての保険料率

です。

 b) 付加保険料率 ： 保険会社が保険事業を営むために

必要な経費等についての保険料率です。

●保険料変更の背景

●主な改定の内容

1 保険料が変わります。（保険料率改定について）

2 ご契約の約款の内容が一部変わります。（約款の改定について）

改定項目 改定内容

上記以外の改定内容につきましては、
右のURLより
ご確認をいただきますよう
お願い申しあげます。

被保険者範囲の拡大
（生計同一要件を撤廃）

この約款における被保険者は、本人のほか、次のいずれかに該当する
者とします。 
　① 本人の配偶者
　② 本人またはその配偶者の同居の親族
　③ 本人またはその配偶者の別居の未婚の子
 
本人またはその配偶者との続柄は、傷害の原因となった事故発生時
におけるものをいいます。

・ファミリー交通傷害保険 ・家族傷害保険

改定項目 改定内容

被保険者範囲の拡大
（生計同一要件を撤廃）

この特約における被保険者は、本人のほか、次に掲げる者をいいます。
　① 本人の配偶者
　② 本人またはその配偶者の同居の親族
　③ 本人またはその配偶者の別居の未婚の子
　④ 本人が未成年者または責任無能力者である場合は、本人の親権者、

その他の法定の監督義務者および監督義務者に代わって本人を
監督する者（注1）。

　 ただし、本人に関する事故に限ります。
　⑤ ①から③までのいずれかに該当する者が責任無能力者である場合

は、その者の親権者、その他の法定の監督義務者および監督義務
者に代わって責任無能力者を監督する者（注2）。

　 ただし、その責任無能力者に関する事故に限ります。

（注1）  本人の親族に限ります。　　（注2）  責任無能力者の親族に限ります。

 
本人またはその配偶者との続柄は、傷害の原因となった事故発生時におけ
るものをいいます。

未成年者または責任無能力者
が被保険者の場合、
親権者・法定監督義務者等を
被保険者として追加

対象保険種類

・普通傷害保険 ・交通事故傷害保険

・ファミリー交通傷害保険 ・家族傷害保険

・賠償責任危険補償特約

対象保険種類

対 象 特 約


